
 

 

効率化または削減・廃止で

きる作業 

IoT による実現仕組み 実現に向けてのイニシアティブ 

手動でのデータ収集作業 
IoT デバイスを用いた自動デ
ータ収集 

IoTデバイス（センサー、カメラ等）を設置し、リアルタイムでの
データ収集を自動化。データはクラウドに送信され、分析が可
能になる。 

設備の異常検知における遅
延 

IoT デバイスによるリアルタイ
ムモニタリングと異常検知 

設備にセンサーを取り付け、動作データをリアルタイムで監視。
異常パターンを AI が検知し、即時に通知するシステムを構
築。 

在庫管理の手動チェック 
IoTとRFID技術による自動
在庫管理 

RFIDタグを商品に取り付け、在庫の出入りを自動で検知し、
リアルタイムで在庫データを更新するシステムを導入。 

定期メンテナンスによる過剰
な停止時間 

IoT による予測保全 
機械の稼働データを IoT センサーで収集し、データ分析に

より機械の故障予測を行い、必要な時にのみメンテナンスを実
施する。 

エネルギー消費の監視と管
理 

IoT デバイスによるエネルギ
ー消費のリアルタイム監視 

エネルギー消費を監視するセンサーを設置し、消費データを収
集。データ分析により無駄なエネルギー消費を削減するための
改善策を提案する。 

実現に向けてのイニシアティブとしては、以下のステップが考えられます： 
1. ニーズの特定と目標設定：効率化やコスト削減を目指す領域を特定し、具体的な目標を設定する。 

2. 技術調査と選定：目標達成に必要な IoT技術（センサー、デバイス、通信技術など）の調査と選定を行う。 

3. プロトタイプ開発とテスト：小規模なプロトタイプを開発し、実環境でのテストを行うことで、問題点の特定と改善を
行う。 

4. 関係者とのコミュニケーション：プロジェクトの目的と計画を関係者に明確に伝え、理解と協力を得る。 

5. システムの全面導入：プロトタイプのテスト結果を基にシステムを改善し、全面導入を行う。 

6. 運用と継続的な改善：システムの運用を開始した後も、定期的な評価と改善を行い、効率化を継続的に推進す
る。 

これらのイニシアティブを通じて、IoT技術を活用した効率化やコスト削減を実現していくことが可能です。 

 


